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 2006 年 8 月 19 日～9 月 2 日、台湾の国史館および中央研究院近代史研究所档案館にお
いて資料調査を行い、多くの地図資料を収集した。とりわけ南京市の江心洲が描かれた地
図に重点をおいて探索・収集した。その結果、実見した地図はおよそ 100 幅にも及ぶ。こ
こで、江心洲を対象地域として選んだ理由は、2006 年 3 月に台湾の国史館で「南京市江心
洲 37 保地籍公佈図」（以下、「37 保公佈図」と呼ぶ）と名付けられた近代的な方法・技術に













1930 年代から 40 年代にかけては、南京市の上新河区
（1945 年秋に第 12 区と改称）に属し2、そして江心
洲内部は、34 保から 38 保の五つの保に分かれていた
（図 1 参照）。各保の位置関係については、本文中で
は特に言及しないので、以後、右の図 1 を適宜参照さ
れたい。                       図 1 江心洲各保位置図 
 
１．一万分の一南京市地形図について 
 今回の調査で収集した地形図は二種類ある。一つは、国史館所蔵の 1932 年製地形図で、
                                                  
1「2006 年南京市江心洲調査報告」（本ニューズレター所収）において、「37 保公佈図」を活用した若干の
分析を行っている。そちらも併せて、参照されたい。 
2 1935 年以前における江心洲の行政上の所属については未詳である。1935 年 3 月、南京市に郷区が設置
されるに伴い、江心洲は南京市上新河区（郷区）の一部となる。その後、抗日戦争後の 1945 年秋に、上新
河区は改称されて第 12 区となり、1949 年には、江心洲は第 12 区から分離して、第 15 区となる。『南京
市雨花台区土地管理志』（方志出版社、1998 年）8 頁、参照。 
34 保 












に送付したものである。本地形図に関する基本情報を示すと、以下の表 1 のようになる。 
 
表 1 「一万分一南京城廂附近図」所収、一万分の一南京市地形図 







中華民国 21 年(1932) 9 月 航空撮影測図 
中華民国 21 年(1932) 10 月 製版 



















                                                  
3 二種類の地形図の図像の一部は、片山剛「1947 年前後作製の南京江心洲の地籍図と農村社会」（本ニュ
ーズレター所収）に紹介されている。 
4 目録番号：125、案巻番号：1133、内政部受領年月日：中華民国 26 年(1937)5 月 10 日。 
5 図の欄外に「標高 揚子江水道委員会の測す所の水点より起算せり」とあり、等高線の基準が示されてい
る。 











年 1932 年の 5 年後の 1937 年であり、接収場所もまさに南京の「参謀本部及ママ陸地測量総
局」である。したがって、この二つは、同一種類の地図と断定してよいであろう。なお、





















めに南京市地政局は、1946 年 12 月に空軍から「航空測量のネガ（「底片」）」を借用してい 




7 高木 1941、221-222 頁。なお、日本軍による外国製地図の複製については、小林 2006 などを参照され
たい。 
8 「中研院近史所典藏地圖數位化影像製作專案計劃」URL：http://140.109.14.77/map%5Fimh/default.asp
（2007 年 3 月現在稼働中）。档案館で申請すれば、地図を B4 サイズに縮小の上、印刷することができる。 
123
表 2 「各省分幅地形図江蘇省南京市」所収、一万分の一南京市地形図 
档案の内訳 地形図は全部で 56 枚。うち江心洲が描かれている地図は 7 枚である（地図の枚数が多
いため、以下では江心洲関係の 7 枚に限り、情報を掲載する）。 





















































真が撮影されたのが、1946 年 12 月から遠い時期ではあまり役に立たないから、撮影時期




















                                                  
9 国史館所蔵の档案、目録番号：125、案巻番号：1101「南京市地籍整理実際業務情形」参照。 
10 この頃の地図作製に、空中写真が盛んに利用されたことについては、金・丘 1984、155-159 頁参照。ま
































                                                  
11 ここに見られる水路は、江心洲在住の古老の話によると、全て排水用だったという。詳しくは「2006
年南京市江心洲調査報告」（本ニューズレター所収）、参照。 













実際は全て 35 保のものである。また厚手のものには、36 保が描かれている。
名称は特にないので、とりあえず《紙》と表記する。 
③地籍公佈図：薄手の紙（37 保の場合）、またはトレーシングペーパー（38 保の場合）


























作成は 1948 年 9 月 15 日～18 日と推定できる）に、江心洲扶植自耕農計画の一環として、地籍公佈図作
製を含む土地測量について、「三角測量、導線測量、坵地清丈、計算面積及起数、絵製地籍公佈図、土地分
類統計、複丈」の順序で、1947 年 3 月 1 日開始、1948 年 3 月 15 日完成、と記されている。そして、同档
案には、1948 年 9 月時点における事業報告として「已完成。惟少数尚需複丈」とあるから、公佈図はその
































321-1163-1 西 2 南 1：7b 12.0×27.0  
321-1163-2 西 2 南 1：6 31.0×29.0  
321-1163-3 西 2 南 1：■※ 32.0×24.0 ※ 地図の配置から、4 と考えられる。 
321-1163-4 西 2 南 1：3 43.0×49.0  
321-1163-5 西 2 北 1：18 29.0×43.5 
この地図は 35 保の一部で、321-1168-2 と同じ位
置が描かれている。ただし、面積が小数点第 4 位
まで記されている。 
321-1163-6 西 2 南 1：16 50.0×56.0  
321-1163-7 西 2 南 1：12 52.0×56.0  
321-1163-8 西 2 南 1：11 53.0×52.0  
321-1163-9 ■※：7a 48.0×40.0 ※ 地図の配置から、西 2 南 1 と考えられる。 
321-1163-10 西 2 南 1：8 50.0×52.0  
 




























4 である。なお、表 4 のうち「種類」欄にある、玻璃図は「35 保玻璃図（図一）」、藍図は
「卅五保地籍藍図（図一）」、《紙》は「江定郷 38 保図（図一）」にそれぞれ該当する。 
まず保全体を表すものとして、「35 保玻璃図（図一）」、「卅五保地籍藍図（図一）」が存在
する。そして保の一部しか対象としていないが、薄手の《紙》に描かれた「江定郷 38 保図
（図一）」がある。これは名称に 38 保とあるが、実際は 35 保の一部を記している。これに
加えて、表 3 で紹介した「34 保玻璃図（図一）」の档案に含まれる、档案番号 321-1163-5
の地図がある。これは、他の地図と接合した結果、35 保の北部、37 保との境界部分である
ことが判明している。また、「江心洲 37 保図（図一）」（档案番号 321-1169。1 巻 1 件）と
名付けられた地図も存在する。これも、実際には 35 保の一部を描いたものであるが21、紙 
                                                  
19 詳しくは、「2006 年南京市江心洲調査報告」（本ニューズレター所収）参照。 
20 第二歴史档案館蔵、全宗：36、案巻：471「南京市江心洲扶助自耕農実験区業務実施計画」。また、片山
剛「江心洲地籍図をどう読むか」（本ニューズレター所収）も同時に参照されたい。 
21 この「江心洲 37 保図（図一）」の裏に「江心洲 37 保」と記されている。国史館あるいは旧南京市政府
は、これをもとに档案名を付けたと推察される。ところで、この地図には地番 124 から 462 までの土地が
描かれている。そして、たとえば地番 124 について「旱地、章栄甫、3.540 畝」というデータが、地番 461
について「旱地、唐光耀、（佃 魏金春）」というデータが記載されている。そして、これらはそれぞれ、「35
128




位置表示 寸 法 
縦×横（単位：cm) 
備 考 
玻璃図 321-1174-1 ―― 51.0×58.0 余白部分に「已校対」とあり。 
玻璃図 321-1174-2 西 2 南 1：2 50.0×55.0  
玻璃図 321-1174-3 ―― 53.2×53.2  
玻璃図 321-1174-4 西 2 北 1：22 47.5×30.0 端に「卅五保」とあり。 
玻璃図 321-1174-5 ―― 23.5×37.2  
玻璃図 321-1174-6 ―― 26.0×36.0 余白部分に「已校対」とあり。 
玻璃図 321-1174-7 ―― 48.0×76.0 余白部分に「已校対」とあり。 
玻璃図 321-1174-8 ―― 20.0×25.0  
玻璃図 321-1174-9 ―― 50.0×74.0  
玻璃図 321-1174-10 ―― 58.0×47.0 
《紙》の「江定郷 38 保図（図一）」
321-1168-1 と同じ部分。ただし面
積は、小数点第 4 位まで。 
 その他 「34 保玻璃図（図１）」の 321-1163-5 が接合する。 




藍図 321-1196-2 ―― 53.2×53.2  
藍図 321-1196-3 ―― ―― 紙は、小片。 
藍図 321-1196-4 ―― 34.2×50.6  
藍図 321-1196-5 ―― 53.2×53.2  
藍図 321-1196-6 ―― ―― 紙は、小片。 
藍図 321-1196-7 ―― 75.0×51.0  
藍図 321-1196-8 ―― 60.4×73.0  
《紙》 321-1168-1 西 2 北 1：14 57.0×54.5 
「35 保玻璃図（図一）」321-1174-10
と同じ部分。ただし面積は、小数点
第 3 位まで。 












                                                                                                                                                  
保玻璃図（図一）」の地番 124 と地番 461 のデータと一致しているから、35 保の一部を描いた地図である
ことは明白である。 

























の基本的な情報を示したものが、次の表 5 である。 
 




位置表示 寸 法 
縦×横（単位：cm) 
備 考 
《紙》 321-1167-1 ―― 85×55.2  
《紙》 321-1167-2 ―― 同上  
《紙》 321-1167-3 ―― 同上  
《紙》 321-1167-4 ―― 同上 裏に毛筆で「江心洲卅六保」とあり。
《紙》 321-1167-5 西 2 北 1：4
西 2 北 1：9 同上 
36 保以外の部分あり。他の保との境
界部分を示したものか。 
《紙》 321-1167-6 ―― 同上  
《紙》 321-1167-7 ―― 同上  
藍図 321-1195-1 ―― 85×55.2  
藍図 321-1195-2 ―― 同上  
藍図 321-1195-3 ―― 同上  
藍図 321-1195-4 ―― 同上  
藍図 321-1195-5 ―― 同上  
藍図 321-1195-6 ―― 同上  
                                                  
23 この鉛筆書きは、321-1168-2 にも確認される。 
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表 5 に見られる通り、36 保の地籍図は、二種類とも全て同じ大きさの紙に描かれている。
また描かれている内容も、《紙》の図の 321-1167-5 を除く六枚と、青焼きの藍図六枚とが、



















37 保の地籍図も、二種類ある。一つは、「第十二区江心洲 37 保地籍公佈図（図一）」、も
う一つは、「第十二区江心洲卅七保地籍藍図（図一）」である（次頁の表 6 参照）。 



















位置表示 寸 法 
縦×横（単位：cm)
備 考 
公佈図 321-1173-1 ―― 85.6×55.8 名称、縮尺の記載あり 
公佈図 321-1173-2 ―― 同上  
公佈図 321-1173-3 ―― 同上  
公佈図 321-1173-4 ―― 同上  
公佈図 321-1173-5 ―― 同上  
公佈図 321-1173-6 ―― 同上  
公佈図 321-1173-7 ―― 同上  
藍図 321-1194-1 ―― 85.6×55.8 名称、縮尺の記載あり 
藍図 321-1194-2 ―― 同上  
藍図 321-1194-3 ―― 同上  
藍図 321-1194-4 ―― 同上  
藍図 321-1194-5 ―― 同上  
藍図 321-1194-6 ―― 同上  












38 保の地籍図は、全部で三種類ある。それを示したのが、次頁の表 7 である。なお、こ
こではトレーシングペーパーに公佈図が描かれている。しかし、この図は先述した玻璃図
とは、明らかに性質が異なり、37 保の公佈図と同形式のため、公佈図に分類している。 
まず、表 7 の「種類」で公佈図と分類したものについて説明しておこう。38 保を描いた
公佈図は、二つの档案に分かれている。その一つが「二区江心洲地籍公佈図（図一）」（档




図 3 のように接合することが判明した。そして、1177-1 と 1176-3 に付された名称の部分を
















38 保には 651 筆の地割がある。各筆には、37 保公佈
図と同様に、地番・地目・所有権人名・面積が記されて
いるが、佃権人名も 651 筆中 407 筆に記入されている。
したがって、37 保公佈図と同じく、業権・佃権の情況を














位置表示 寸 法 
縦×横（単位：cm）
備 考 
公佈図 321-1176-1 ―― 53.5×86.0 用紙は、トレーシングペーパー。 
公佈図 321-1176-2 ―― 56.0×71.0 用紙は、トレーシングペーパー。 
公佈図 321-1176-3 ―― 52.5×64.0 用紙は、トレーシングペーパー。名称
の下半分あり。 
公佈図 321-1177-1 ―― 51.0×74.0 用紙は、トレーシングペーパー。名称
の上半分、縮尺、方位あり。 
公佈図 321-1177-2 ―― 55.5×84.5 用紙は、トレーシングペーパー。 
藍図 321-1193-1 ―― ―― 寸法は、上の五枚とほぼ同じ。 
藍図 321-1193-2 ―― ―― 寸法は、上の五枚とほぼ同じ。 
藍図 321-1193-3 ―― ―― 寸法は、上の五枚とほぼ同じ。 
藍図 321-1193-4 ―― ―― 寸法は、上の五枚とほぼ同じ。 
藍図 321-1193-5 ―― ―― 寸法は、上の五枚とほぼ同じ。 
1177-1 名    












1176-2      












1177-2    図 4 名称の拡大図 
図 3 












この他、《修正図》に関する情報は、表 8 にまとめたので、参照されたい。 
 
表 8 34・36・37・38 保玻璃図 
档案番号 
目録－案巻－档案 
位置表示 寸 法 
縦×横（単位：cm）
備 考 
321-1170-1 ――― 14.0×81.5 38 保を対象とする。所有権人名・佃権人名の名
称変更が主な修正点。 
321-1170-2 ――― 38.0×23.0 36 保を対象とする。女性も含めた均分相続を窺
わせる図がある。 




321-1170-4 ――― 38.0×50.0 34 保を対象とする。境界線の変更、及びそれに
ともなう修正。 
321-1170-5 ――― 38.0×50.0 36 保を対象とする。新たに堤や溝が描かれたも
のあり。 
321-1170-6 ――― 40.0×49.0 35 保と 38 保を対象とする。所有権人・面積な
どの変更や、分筆が描かれる。 





るものが存在するからである。地籍原図は、その档案名の「郊区地籍図（図四。 西 1 北 1）」












表 9 郊区地籍図（南京市江心洲部分） 
档案番号 
目録－案巻－档案 
位置表示 寸 法 
縦×横（単位：cm) 
備 考 
321-1208-31 西 2 南 1：16 外寸：48.7×57.0 
内寸：40.0×50.0  
321-1208-32 西 2 南 1：12 同上  
321-1208-33 西 2 南 1：11 同上  
321-1208-34 西 2 南 1：9 同上  
321-1208-35 西 2 南 1：8 同上  
321-1208-36 西 2 南 1：7 同上  
321-1208-37 西 2 南 1：6 同上  
321-1208-38 西 2 南 1：5 同上  
321-1208-39 西 2 南 1：4 同上  
321-1208-40 西 2 南 1：3 同上  
321-1208-41 西 2 南 1：2 同上  
321-1216-94 西 1 北 1：6 外寸：48.7×57.0 
内寸：40.0×50.0 
 
321-1216-95 西 1 北 1：1 同上  
321-1217-102 西 1 北 2：22 外寸：48.7×57.0 
内寸：40.0×50.0 
 
321-1217-103 西 1 北 2：21 同上  
321-1217-104 西 1 北 2：17 同上  
321-1217-105 西 1 北 2：16 同上  
321-1217-106 西 1 北 2：12 同上  
321-1217-107 西 1 北 2：11 同上  
321-1217-108 西 1 北 2：7 同上  
321-1217-109 西 1 北 2：2 同上  
321-1219-31 西 2 北 1：25 外寸：48.7×57.0 
内寸：40.0×50.0 
 
321-1219-32 西 2 北 1：24 同上  
321-1219-33 西 2 北 1：23 同上  
321-1219-34 西 2 北 1：22 同上  
321-1219-35 西 2 北 1：20 同上  
321-1219-36 西 2 北 1：19 同上  
321-1219-37 西 2 北 1：18 同上  
―― 西 2 北 1：15 ―― 欠落 
321-1219-38 西 2 北 1：14 同上  
321-1219-39 西 2 北 1：13 同上  
321-1219-40 西 2 北 1：10 同上  
321-1219-41 西 2 北 1：9 同上  
321-1219-42 西 2 北 1：5 同上  
321-1219-43 西 2 北 1：4 同上  
321-1220-44 西 2 北 2：24 外寸：48.7×57.0 
内寸：40.0×50.0 
 
321-1220-45 西 2 北 2：25 同上  













































































                                                  
27 古老の話によると、1940 年代には、一筆の耕地内の全ての土地が耕作可能であったわけではないようで
ある。詳しくは、「2006 年南京市江心洲調査報告」（本ニューズレター所収）参照。 
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29 これについては、小林茂・渡辺理絵「近代東アジアの土地調査事業と地図作製」（本ニューズレター所収）
参照。 















図 5 「各省分幅地形図江蘇省南京市」全体グリッド図 
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図 6 江心洲地籍原図グリッド図 
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